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東京大学公共政策大学院
法学政治学研究科と経済学研究科が連携して設立した教育組織（公共政策学教育部）

Graduate School of Public Policy (GraSPP)

専門職学位過程（公共政策学専攻）の概要

 人材育成：国際的視野のもとで現代社会の直面する
課題を発見し、課題の解決に必要となる政策と制度
を構想する力をもち、またコミュニケーションと合
意形成の能力にも秀でた、国家機関・地方自治体の
公務員、国際組織やNGOの職員、シンクタンクに勤
めるエコノミストや政策アナリストなど、時代の要
請に応える政策実務家を養成

 コース：法政策、公共管理、国際公共政策、経済政
策、国際プログラムの5つのコース

 修了生の進路（2016年度）：
官公庁 29名
金融機関 18名
コンサルティング 16名
マスメディア 1名
情報通信 2名
製造業 3名
商社 2名
その他 21名

東京大学本郷キャンパス
国際学術総合研究棟



Science, 
Technology, and 
Innovation 
Governance: STIG 

• 教育事業
部局横断型教育プログラム科学技術イノベー
ション政策の科学（STIG）教育プログラム

• 研究事業



STIG教育事業

対象：東京大学の大学院生（修士
課程・博士課程）、所属研究科は
問わない

人材育成：大学院レベルにおける
文科系あるいは理科系の専門的教
育を基盤として、科学技術イノ
ベーション政策の作成や実施に必
要なエビデンス構築手法や各分野
における科学技術イノベーション
政策プロセスに関する知識を身に
つけた科学技術ガバナンスの担い
手となる人材を育成
政策形成人材：中央省庁や調査
研究機関等において広義の科学
技術イノベーションに関わる政
策形成やそのために必要なエビ
デンスの構築に携わる人材

科学技術イノベーション政策研
究人材：科学技術イノベーショ
ン政策を研究する研究人材

研究開発マネジメント人材：研
究開発機関や企業等において広
義の科学技術イノベーションの
舵取りを行う人材



【講座】
Space Development and Public Policy

主宰：城山英明、中須賀真一
講師：菊地耕一、永井雄一郎、高屋友里、

水野素子、政府・宇宙機関等の専門家
言語：英語
 2019年度講座概要：
テーマ：Governance of Space Activities

サブテーマ：Roles of Space Agencies
Space Resources Exploration
Space Traffic Management

履修生：14名
公共政策：8名、工学：5名、医学：１名
男性：8名、女性：6名
留学生：9名



STIG研究事業

理科系各分野における研究開発
活動も踏まえ、分野別文理横断
型の研究者と実務家が密接に連
携する協働プラットフォーム
各専門分野（政策過程、経
済分析、科学技術システム
工学）で、協働プラット
フォームを構築

現実の政策事例に関する事
例研究を蓄積 → 日本の
現実の文脈に即した科学技
術イノベーション政策に関
する教育活動の基礎

狭義の科学技術イノベー
ション政策領域に限定され
ることなく、具体的な各政
策分野との接点・交錯領域
についても、積極的に推進

従来個別に行われてきた科
学技術イノベーション政策
に関する研究活動を、全学
レベルで横串的に組織化

協働プラットフォームと連携し、
研究等の成果を踏まえ、人材育
成プログラム（主に分野別研究
科目）を構築



未来ビジョン研究センター
Institute for Future Innovation: IFI

 東京大学の持続可能な開発目標（SDGs）に向けた取り組みの枠組みである未来社会協創推進本部（Future Society Initiative, FSI）の
中核的組織として位置付け

 持続可能な未来社会を創造するために、未来社会の諸課題に関する政策・社会提言ならびにそのための社会連携研究を実施
 また未来社会に関連する大学の知見を統合する国際ネットワーク・ハブおよび産官学民との協創のプラットフォームとしての役割を
果たし、研究に基づいた未来社会を実現する選択を示すとともに、それを担う人材の育成にも貢献



IFI-STIGの
取り組みの一例



東京大学宇宙政策研究イニシアティブ
（UT/SPI）

11月、アジア太平洋地域宇宙機関会議（APRSAF）
宇宙技術WG特別セッションとして、宇宙法政策ワー
クショップ“Challenges to Academic Space 
Programs: The Function of Capacity-Building in 
Promoting International Space Cooperation”を開催

10月、国際宇宙会議（IAC)のグローバル・
ネットワーキング・フォーラム（GNF）イベ
ントとして、”Governance of Space Activities 
– Comparative Study on National Space 
Policy and Law”を開催

2019年度のイベント



JAXAとの共同研究
 2010年度、GraSPPとJAXAの間で、宇宙政策に関する共同研究契約を締結。
 2013～2015年度、共同研究第二期として、教育活動として「宇宙開発と公

共政策」講座の運営、公開ワークショップ、研究会の開催等を通じた宇宙
政策の研究を推進。
 有識者による「宇宙ガバナンス研究会」を開催。

• 準天頂衛星計画（立上げ時）のガバナンス
• アジア太平洋宇宙外交
• 日本と主要国の宇宙法政策・ガバナンスの国際比較
• 宇宙政策に関する日、米、欧、ロ、アジアの基礎情報の整理

 APRSAFサイドイベント／スペシャルセッションを開催。
• Space Policy & Governance Workshop “Learning from the History of Space Policy” (2014)
• Workshop on "The Future of Space Activities in the Asia Pacific Region” (2015)
• International Workshop on “Building Regional Space Policy Cooperation in Asia” (2016)
• Workshop on “Space Policy Perspectives for ‘Governance in Space’” (2017)
• Academic Workshop on “Space Policy and Law Perspectives for Space Debris 

Management” (2018)
• Space Policy and Law Workshop “Challenges to Academic Space Programs: The Function 

of Capacity-Building in Promoting International Space Cooperation” (2019)



UT/SPIと国際ネットワーク

GraSPPの国際ネットワーク UT/SPIの国際ネットワーク

SPI/UT

SPI/GWU
（米国）

ESPI
（欧州）

NIAS
（インド）

国際
宇宙法政策
コミュニティ

SPLANAP



【国際ワークショップ】
月基地建設及び宇宙資源活用に向けた法政策
ストラテジー

• 日時：2018年3月4日 10:00-18:30
• 共催：東京大学科学技術イノベーション政策の
科学教育・研究ユニット(STIG)、西村高等法務
研究所(NIALS)

• 協賛：笹川平和財団、KIRIN
• 登壇者（海外招聘）：

Scott Pace米国家宇宙会議（NSpC）事務局長、
Pascale Ehrenfreund独DLR長官、Simonetta 
Di Pippo国連宇宙部長、Jean-Jacques Tortora
欧州宇宙政策研究所（ESPI）所長、他
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